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「細菌を一番よく知るのはウイルスだ」と語る渡辺茂教授
（写真はいずれも高知市曙町２丁目の高知大学）

研
究
を
手
伝
う
大
学
院
生

よ
さ
こ
い
祭
り
本
番
、
１４０
人
の
踊
り

子
が
笑
顔
で
楽
し
ん
だ
（
高
知
市
追

手
筋
２
丁
目
の
追
手
筋
演
舞
場
）

患者さんを治療する吉本大輔院長（高知市宝永町）

標的細菌の黄色ブドウ球菌には金ナノ粒子にファージが
くっついたバイオセンサーが結合するが（写真右）、標的
細菌ではない大腸菌には反応が見られないファージと金ナノ粒子を利用した細菌検出原理の模式図

比色検出原理の模式図

　人に感染して病気を引き起こすというイメージが強いウイルス。世の

中には、病原菌のみを標的にする〝変わり種〟が存在する。高知大学理工学

部の渡辺茂教授（�）は、その特殊性を活用して病原菌を迅速、簡易に検出

する研究をしている。感染症の拡大防止を目指す取り組みを聞いた。

ウ
イ
ル
ス
の
中
に
は
、人
に
は
感
染
せ
ず
、

細
菌
に
の
み
感
染
す
る
バ
ク
テ
リ
オ
フ
ァ
ー

ジ
（
細
菌
認
識
部
位
）
と
呼
ば
れ
る
も
の
が

存
在
し
ま
す
。
病
原
菌
に
と
っ
て
フ
ァ
ー
ジ

は
ま
さ
に
天
敵
。
私
は
、
こ
の
フ
ァ
ー
ジ
の

性
質
を
利
用
し
、
多
様
な
細
菌
の
中
か
ら
感

染
症
の
原
因
と
な
る
細
菌
の
み
を
迅
速
か
つ

簡
便
に
検
出
す
る
研
究
を
し
て
い
ま
す
。

■
ス
ピ
ー
ド
が
命

近
年
は
、
抗
生
物
質
が
効
き
に
く
い
薬
剤

耐
性
菌
が
医
療
の
現
場
を
悩
ま
せ
て
い
ま

す
。
フ
ァ
ー
ジ
に
よ
っ
て
病
原
菌
を
検
出
す

る
迅
速
診
断
法
や
感
染
症
治
療
（
フ
ァ
ー
ジ

セ
ラ
ピ
ー
）
は
、
早
期
診
断
・
治
療
お
よ
び

二
次
感
染
の
予
防
、
耐
性
を
持
つ
病
原
菌
対

策
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

感
染
症
治
療
は
二
次
感
染
を
予
防
す
る
た

め
に
も
ス
ピ
ー
ド
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
検
査

に
お
い
て
は
迅
速
性
、
精
度
・
感
度
の
高

さ
、
簡
便
な
手
法
の
三
つ
の
ポ
イ
ン
ト
を
同

時
に
保
つ
こ
と
が
重
要
で
す
。
し
か
し
な
が

ら
、
病
原
菌
は
顕
微
鏡
な
ど
を
使
わ
な
け
れ

ば
観
察
で
き
ま
せ
ん
。
感
染
症
の
元
凶
と
な

る
細
菌
を
多
数
の
中
か
ら
識
別
す
る
こ
と
は

簡
単
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

私
た
ち
は
、
見
え
な
い
微
生
物
を
可
視
化

（
見
え
る
化
）
す
る
「
バ
イ
オ
イ
メ
ー
ジ
ン

グ
」
と
呼
ば
れ
る
技
術
を
活
用
し
て
い
ま

す
。
光
や
色
の
変
化
と
い
っ
た
現
象
か
ら
、

間
接
的
に
細
菌
の
存
在
を
識
別
す
る
方
法
を

開
発
し
て
い
ま
す
。

■
捕
ま
え
る

し
か
し
、
迅
速
性
と
精
度
・
感
度
を
同
時

に
保
つ
こ
と
は
、
医
療
が
発
展
し
た
現
代
に

お
い
て
も
容
易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
例
え

ば
、
昨
今
の
コ
ロ
ナ
禍
で
注
目
さ
れ
た
抗
原

検
査
は
、
検
体
中
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
存
在
を
色
で
検
出
し
て
、
陽
性
か
陰
性
か

を
判
定
す
る
も
の
で
す
。

検
査
時
間
は
�
分
程
度
で
す
が
、
利
用
す

る
抗
体
に
問
題
が
あ
る
場
合
や
、
試
料
中
の

阻
害
物
質
な
ど
に
起
因
す
る
過
誤
を
引
き
起

こ
し
ま
す
。
特
に
感
度
の
低
さ
が
し
ば
し
ば

問
題
視
さ
れ
て
お
り
、
仮
に
抗
原
検
査
で
陰

性
と
な
っ
て
も
、
そ
れ
だ
け
で
は
感
染
し
て

い
な
い
と
は
言
い
切
れ
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
、
フ
ァ
ー
ジ
を
利
用
す
る
こ
と

で
、
よ
り
優
れ
た
検
査
の
開
発
を
目
指
し
て

い
ま
す
。
病
原
菌
を
効
率
的
に
捕
ま
え
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
れ
ば
迅
速
な
検
査
へ

の
足
掛
か
り
と
な
り
ま
す
。

フ
ァ
ー
ジ
が
細
菌
と
結
合
し
た
こ
と
を
、

ど
う
や
っ
て
可
視
化
す
る
か
―
。
高
額
な
分

析
機
器
を
利
用
す
る
こ
と
な
く
、
素
早
く
確

認
す
る
方
法
を
探
求
し
て
い
る
段
階
で
す
。

検
査
の
迅
速
性
と
精
度
・
感
度
を
高
め
る
こ

と
の
両
立
を
目
指
し
、
独
自
開
発
し
た
バ
イ

オ
セ
ン
サ
ー
を
利
用
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
識

別
法
の
実
験
を
行
っ
て
い
ま
す
。

■
比
色
検
出
法
に
注
目

バ
イ
オ
セ
ン
サ
ー
と
は
何
か
。
標
的
と
し

た
細
菌
に
の
み
感
染
す
る
フ
ァ
ー
ジ
に
、
光

を
散
乱
さ
せ
る
能
力
を
持
つ
金
ナ
ノ
粒
子
や

蛍
光
す
る
ナ
ノ
エ
マ
ル
シ
ョ
ン
（
小
さ
な
油

滴
）
な
ど
の
「
信
号
発
信
部
位
」
を
組
み
合

わ
せ
た
も
の
で
す
。

ち
ょ
っ
と
難
し
い
で
す
よ
ね
…
。

フ
ァ
ー
ジ
が
標
的
細
菌
を
捕
ま
え
る
と
、

金
ナ
ノ
粒
子
や
ナ
ノ
エ
マ
ル
シ
ョ
ン
も
フ
ァ

ー
ジ
を
介
し
て
細
菌
表
面
に
く
っ
つ
き
、
光

を
強
く
散
乱
し
た
り
、
蛍
光
を
発
す
る
こ
と

で
、
わ
れ
わ
れ
に
標
的
の
細
菌
が
い
る
こ
と

を
知
ら
せ
て
く
れ
る
―
と
い
う
仕
組
み
で

す
。こ

の
現
象
は
暗
視
野
顕
微
鏡
や
蛍
光
顕
微

鏡
さ
え
あ
れ
ば
容
易
に
観
察
す
る
こ
と
が
で

き
、
試
料
混
合
後
�
～
�
分
程
度
で
標
的
細

菌
を
選
択
的
に
検
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。最

近
で
は
、
こ
こ
に
磁
気
ナ
ノ
粒
子
を
加

え
、
磁
気
分
離
を
利
用
し
て
検
体
中
か
ら
検

出
し
た
い
細
菌
の
み
を
分
離
・
濃
縮
す
る
手

法
も
考
案
し
て
い
ま
す
。
光
の
散
乱
を
観
測

す
る
手
法
と
、
こ
の
磁
気
分
離
の
手
法
を
組

み
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
検
出
限
界
値
が
向
上

し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
１
㍉
㍑
中
に
１
万
個

の
細
菌
が
い
な
い
と
検
出
で
き
な
か
っ
た
の

が
、
今
は
�
個
以
上
で
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

ま
た
、
金
ナ
ノ
粒
子
は
分
散
状
態
に
あ
る

時
、
そ
の
水
溶
液
は
赤
色
で
す
が
、
凝
集
す

る
と
青
色
に
変
化
す
る
特
性
を
持
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
特
性
を
利
用
し
、
フ
ァ
ー
ジ
が
標

的
細
菌
に
付
着
し
た
時
、
金
ナ
ノ
粒
子
が
凝

集
す
る
仕
組
み
を
作
る
―
そ
の
結
果
、
検
出

し
た
い
細
菌
が
存
在
す
る
時
の
み
、
溶
液
が

赤
色
か
ら
青
色
に
変
化
し
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
比
色
検
出
法
は
、
特
別
な
装

置
を
用
い
ず
に
目
視
に
よ
る
検
出
が
可
能
な

た
め
、
迅
速
・
簡
便
な
細
菌
検
出
技
術
と
し

て
、
私
が
最
も
注
目
し
て
い
る
手
法
で
す
。

化
学
の
研
究
は
さ
ま
ざ
ま
な
大
学
で
可
能

で
す
が
、
高
知
大
学
に
は
医
学
部
が
あ
り
ま

す
。
い
ず
れ
は
連
携
し
た
共
同
研
究
も
視
野

に
入
れ
、迅
速
・簡
便
な
細
菌
検
出
技
術
を
開

発
し
て
い
き
た
い
で
す
。
世
界
に
は
数
多
く

の
感
染
症
が
存
在
し
、
子
ど
も
た
ち
も
犠
牲

に
な
っ
て
い
ま
す
。技
術
を
確
立
さ
せ
、苦
し

ん
で
い
る
人
を
少
し
で
も
救
い
た
い
で
す
。

　私たちは高知大学と高知県立

大学の学生が集まった、よさこ

いチームです。２０１６年設立で、サ

ークル名は「雲のように自由」と

いう意味。練習は自由参加で週

２回。学業やバイトと両立しや

すいです。

　今年は、３年ぶりに新テーマ

と楽曲を作成しました。演舞テ
かぶら や しゃく

ーマは「鏑�」。鏑矢の「矢」を�
ねつ

熱の「�」に変えました。「一番矢
むら くも

のように叢雲が先陣切って盛り

上げる」「夏の暑さに勝る熱気あ

ふれた踊りを観客に届けたい」

との思いを込めました。

　４年ぶりのフル開催となった

今夏、私は裏方にも携わり、矢を

射る武士の絵をペンキで描き、

地方車に飾りました。迎えた本

番はとにかくパワーがすごかっ

た。踊り子１４０人、みんなが仲良

くなり、笑顔で楽しめました。

　３年生の私は引退しますが、

これからチームは来年の準備の

ほか、依頼を受けて福祉施設や

イベントで踊ります。地域の皆

さま、応援よろしくお願いしま

す！（松本明梨＝人文社会科学

部３年）

　老若男女問わず学生やプロアスリートからも幅

広く頼られている、開業�年目の接骨院。院長はい

つもパワフルな吉本大輔さん（�）です！

　「困った時に頼れる存在に」と診療は午前６時半

から。バスケ部の私は中学からお世話になってい

て高校時代は足を負傷した時など、朝練前に午前

５時台から治療してもらったことも。私が所属す

る高知大女子バスケ部が全国大会出場を決めた

際、四国予選で疲れた選手７人ほどの体も丹念に

ケアしてくれました。

挑戦を続ける院長は高知商工会議所青年部の元

会長。高知大生に地元就職の魅力をＰＲしようと

会議所と大学の交流会にも参加し、地域で活動す

る熱意を披露しました。治療は保険内に加え、患者

負担で運動選手や頭痛持ちの人向けなどそれぞれ

に応じたメニューも。腕はピカイチです。

　高知市宝永町２の２０、平日は午前６時半～午後

９時、木曜は正午まで、土曜祝日は午後３時まで、

日曜定休、電話０８８・８８４・３３５５。（学生広報スタッフ・

冨永莉央＝人文社会科学部２年）

２０２３年（令和５年）８月�日（土曜日）（�） （第３種郵便物認可）☆




